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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 尾尻雅弘 

尾尻氏も知らなかったギタリスト。何でも、パリコンでは無名の日本人が 3 位入賞で話題になったとか。バ

ークリー音楽院のジャズギター科だそうでクラシックギター界では無名でした。その後、クラシックギター

界にデビューするのですが、デビュー曲がアランフェス協奏曲とソロデビューではないことも話題に。 

◼ ニャタリのギター協奏曲を CD 録音しました。以前から、ニャタリの曲は弾いていました。エレキ

ギターで。彼は、数多くのギター作品を作曲しています。（yakateru:ニャタリの曲で知っているの

は、・・・・？） 

◼ 多弦ギターを使っていますが、弦が 1 本増えるだけで音楽的には楽になります。6 弦ギターでは低

音のある音型の 1 個の音をオクターブ上げなければいけない等苦労があります。7 弦ギターを使う

と頭の中もすっきりとします。また、7 弦ギターは、編曲物やバロック・ルネッサンスのリュート

曲を弾くのにすごく便利です。 

◼ 6 弦の曲を弾いて響きが寂しいと思ったら、7 弦の調弦を変えて共鳴弦として使っています。聴き

手にその効果が出てるかはわかりませんが、弾き手にとっては響きが充実しイメージが変わります。 

◼ ルネッサンスものや古典の作品は、モダンギターで弾くと「何だこりゃ」的になっても 19 世紀ギ

ターで弾くと「良いなあ」と思えるものって結構あります。 

◼ デビューのアランフェス協奏曲は、帰国してすぐに誰かのピンチヒッターで弾いたものです。誰の

ピンチヒッターなのか、どうして私が選ばれたのかはわかりません。 

◼ クラッシックギターを習ったのは、バークリー時代に指弾きの技術がほしかったためです。でも、

あまりに規則が多くて、3 回で挫折しました。そのうち、ブローウェルのギター協奏曲 1 番を聴い

て、これを弾いてみたいと思い楽譜を手に入れました。これが、私が初めて買ったクラシックギタ

ーの楽譜です。そのうち、クラッシックにはまるようになって、バークリー時代に「グラン・ソロ」

や「シャコンヌ」を弾いていました。学内の（ジャズ科）のコンクールでは、唯一クラッシックギ

ターで演奏して 1 位になりました。 

◼ セゴビアのコンサートにも行きましたが、ちんぷんかんぷんでした。ジャズをやっているのでビー

トを優先するのですが、セゴビアの演奏はとろけすぎて受け入れられなかった。でも、バルエコの

演奏はしっかり受け止められたので、バルエコに師事することにしました。      以上 

Guitar dream NO.１０(200８．４)の紹介  by yakateru 



【話題のアーティスト紹介 ギタリスト 熊谷 俊之】  

カルレバーロのテクニックの勉強を通じて、ギターを弾くうえでの当たり前の動作の原因を追究するよう

になったそうです。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：大沢一仁】 

日本のギター界の重鎮、鈴木一郎氏につづいての重鎮大沢氏。このインタビュー当時 82 歳。戦後の話が結

構満載です。当時の外務大臣藤山愛一郎氏とのやりとり等・・・・・・。 

 

【マエストロ養成講座 第１０回】  

ソルの 2 つのエチュード編です。第 9 回では、ハイレベルな曲でしたが、また基礎に戻った感じです。 

 

【ギター 達人への道 第１０回】 

テクニック編に突入ということで、トローバや武満徹（「フォリス」）を取り上げて、「パッセージ」と

いう視点で解説します。いやあ、本当にこのコーナーはプロ向けです。私には、？？？？？ 

 

【現代右手奏法序説 第２回 爪とタッチの基本（ｐ）：新井伴典】 

今回は、右手親指の爪の在り方とタッチ。私も、右手の親指だけは、まだまだ改良の余地大ありだと思って

いますのでとても参考になります。新井さんが詳しく解説してくれています。 

◼ ｐにも当然スイートスポットがあります。そして、弦を滑らせることができる爪を考えなければい

けません。 

 

 

◼ Ima を③②①弦において、スイートスポットに入れます。ｐは⑤弦に置き、そのまま弦をたわませ

ながら下方向へ動かします。この際、ｐを i に当てるつもりで付け根関節から動かします。決して

付け根以外は動かさないようにします。弾弦後、ｐは手のひらまで入れないようにします。ここが

ima と違うところで、いかに少ない動きで音量を得るかに焦点を置いてください。また、ｐの弾弦

時に多少腕がぶれるのは問題ありませんが、腕だけで弾弦することは避けてください。 

 

 



【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：基礎からもう一度やり直そうと考えている人向けの教本。10 回目

は、いろいろな特殊奏法（ハーモニクス、グリッサンド、ポルタメント等）の話です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：「男と女」、ヘンデルの「水上の音楽」のソロアレンジが掲載

されている。ヘンデルは、弾いてみてとても面白い編曲だと思いました。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：初級・中級者向けのに演奏テクニックの再考を行うための記事。第 10 回

も、スタッカートについて、わかりやすく解説しています。単音スタッカートは理解していますが、和

音のスタッカートについても解説しています。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第１０号のメインは、そんなところでしょうか。 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 


